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平成 30年 (ネ 受 )第 79号    上告受理 申立て事件

上 告人 (第 一審被告)  吉井康雄

被上告人 (第 一審原告 ) 学校法人大阪経済大学

上 告 受 理 申 立 て 理 由 童日

平成 30 年 5月 8日

最 高 裁 判 所 御 中

上 告 人 吉 井 康

頭書の上告受理申立て事件 について、上告人は、下記の とお り上告受理申立て

理由書 を提出する。

第 1 事案の概要

本件は、被上告人 (以下、被上告人大学 と呼ぶ)が 、別件訴訟に関する情報を

上告人がウェブ上に公開 したことに対 し、①名誉権侵害の不法行為、②業務遂行

権を侵害する不法行為、③労働契約終了に伴 う信義則上の守秘義務違反による不

法行為 として、④金 1500万 円の損害賠償 と⑤人格権侵害および業務遂行権侵

害に基づ くウェブ公開情報の差上請求を上告人に求めた事案である。

ここにおいて別件訴訟 とは、被上告人大学の学部長・理事 らが特任教員の講義

科目はカリキュラム委員会の承認が必要、学部長が特任教員の推薦を決めるなど

といった学内規程 とは異なる特任教員任用規程を偽装 してこれを上告人に適用 し、

F    特任教員推薦委員会に上告人の申請書類を提出しないという不法行為により、特

任教員任用を妨害 したことによる地位確認等請求事件を指す。

なお、上告人はこの別件訴訟に関する被上告人大学の経営学部を中心 とした不

法行為および当該裁判過程の評価を第 3者の判断に委ねる必要性を感 じ、被上告

人大学の不法行為の抑止 と自主的な組織改革などを求めてウェブ公開 している。



第 2 原判決の要旨

原判決では、①名誉権侵害、②業務遂行権侵害、⑤人格権侵害および業務遂行

権侵害に基づくウェブ公開情報の差止請求は却下されている。

その理由を「③本件記事等が公共の利害に係るものであり、①その掲載が専ら

公益を図る目的で行われたこと、◎本件記事等の意見の前提とされた事実の重要

な部分が真実であること、①このような事実を前提とした意見が、意見としての

範囲を逸脱したものとは認められないこと、◎本件記事等の摘示された事実がプ

ライバシー情報には属さないことを考慮した場合に、①なお、これを違法とすべ

き事情の主張、立証はない」としている。

しかるに、③労働契約終了に伴 う信義則上の守秘義務違反による不法行為に関

しては、③本件教授会は本来非公開であり、①録音するには出席者の了解がいる

ことが確認されているにもかかわらず、本件教授会の審議内容が無断で録音され、

①それが公開されたならば、たとえ録音対象が 1審被告の特任教員任用申請手続

に関する事柄であったとしても、今後の本件教授会の自由問達な議論に対する支

障 (萎縮効果)と なることは明らかである。①これらの損害を填補するための額

としては30万 円が相当としている。

第 3 本件の問題点

上告人 (1審被告)が 問題 としている本件の判決部分 は、労働契約終了に伴 う信

義則上の守秘義務違反による不法行為お よびその不法行為による損害賠償 30万

円が科 された部分である。

1.原判決の不当性

①名誉権侵害に関 しては、名誉権を保障する憲法第 13条 と表現の自由を保障

する憲法第 21条 の衝突において、「名誉棄損行為が公共の利害に関する事実に



係 り、かつ、その目的が専 ら公益 を図ることにあったと認める場合 には、事実の

真否を判断 し、真実であることの証明があったときは、 これを罰 しないJと す る

公共の利害に関する場合の特例、刑法第 230条 の 2の 規定により、上告人の名

誉権侵害 とい う不法行為は免責 されている。

その一方、③労働契約終了に伴 う信義則上の守秘義務違反による不法行為に関

しては、③非公開の教授会議事内容であること、①無断録音であること、①ウェ

ブヘの1青報公開は教授会メンバーを萎縮させ、教授会の自由Fig達 な議論の支障と

なるなどとして、①損害賠償を科している。

ここにおいて、④非公開の教授会議事内容は、学問の自由を保障する憲法第 2

3条 および教育基本法、大学設置基準などに違反する被上告人大学の不法行為を

上告人がウェブに公開したものであり、①無断録音と①ウェブヘの情報公開によ

る萎縮効果は表現の自由を保障する憲法第 21条 との衝突のもとで、違法性阻却

事由の評価をされるべきであるが、それがなされていないという問題がある。

第 4 上告受理申立て理由、その 1

原審の「一審被告の主張 に対する補足説明」が、上告人が問題 とする本件の判

決部分であ り、 これを次の 5つ に分けて、上告受理申立て理由を明示する。

① l審被告は、本件教授会の議事内容を無断録音 したことは、本件教授会の

透明性を高めるために有用な手段であ り、違法性はないなどと主張する。

② しかし、本件教授会の議事内容等の録音に関 しては、 1審 被告が議案を提

出し、かつ、出席 した平成 16年 5月 21日 の本件教授会で「録音希望者

は、出席者の了解を得て行 うJこ とが確認 されているから、 1審被告の上

記主張は採用できない。

③また、 1審被告は、本件教授会の冒頭に学部長が、メンバーに対 し録音す

る方がいるかどうか確認 していないから、本件教授会においては録音が禁

止されていたとは言い難いとも主張するが、上記の平成 16年 の本件教授

つ
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会で確認 された趣 旨はその後開催 された本件教授会においても、特段の断

りがない限 り効力を有 しているとい うべきであるから、 1審被告の上記主

張 も採用できない。

④ l審被告は、本件のような 1審被告 自身の特任教員任用申請手続 に関する

事項の審議内容であれば、非公開にす る必要はな く、 このような録音内容

をインターネ ット上で公開 しても違法ではないし、教授会の議事内容を公

開 している大学 もあるなどと主張する。

⑤そ して、中央教育審議会大学分科会組織運営部会作成の文書 (乙 131)に よ

れば、一部の大学では、教授会の議事概要や審議事項等をホームページで

公開す る動 きも出てきていること、各大学や学部が積極的に教授会 におけ

る審議事項等の透明化 を進めてい くことが期待 されていることは認められ

るが、引用 に係 る原判決認定のとお り、本件教授会 は本来非公開であ り、

録音するには出席者の了解がいることが確認 されているにもかかわ らず、

本件教授会の審議内容が無断で録音 され、それが公開されたならば、たと

え録音対象が 1審被告の特任教員任用申請手続に関する事柄であった とし

て も、今後の本件教授会の自由闊達な議論に対する支障 となることは明 ら

かであるし、他の大学が教授会の審議内容等を公開す るとしても、審議内

容を公開するか否かは各大学や教授会が自主判断すべきものであるから、

前掲証拠をもって しても、上記結論を左右 しない。

1.① は採証法則違反

この判決部分は上告人の文章の表現 を意味解釈せず、一意 に不法行為 と結論付

けている明瞭な採証法則違反である。

上告人は教授会運営を改善するために 2004年 2月 23日 に教授会メンバー

に議事録 とは別 に音声データで残すこと、すなわち、録音を提案 してお り、その

目的は「教授会の意思決定が適正 に行われるように、発言者の言葉に責任 をもた

せ、人為に偏 しない議論が行われるようにすること」にある (控訴理由書、9頁 )。
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「無断録音す ることが教授会の透明性 を高める有用な手段 Jと の判示に該当す

る出所 は、上告人が「教授会における録音の必要性 と執行部の悪意について」述

べている見出 し「 b 録音は教授会の議事運営の透明性 を高め、議事録の信頼性

を高める有効な手段」の部分 と推認 され るが、当該部分で上告人が主張 している

ことは、被上告人大学の議事の運営には不法行為 とい う違法性があ り、それを未

然 に防ぎ、健全な教授会運営 とするために録音 して議事録の補完 をすることが必

要 と訴 えているのである (同 、 35頁 )。

したがって、「無断録音 したことはJ→「教授会の透明性 を高めるために有用な

手段J→ 「違法性 はない」 とい う原審の論理展開は、全 く上告人の主張を無視 し

ている。上告人は、「録音することは」→「教授会の議事運営の透明性を高め」→

「議事録の信頼性 を高める有効な手段」 と、録音の有用性 を述べてお り、上告人

の主張 とは異なる逆の方向、「違法性の存在」の方向に判示 してお り、明瞭な採証

法則違反である。

なお、上告人の無断録音が違法性阻却事由に該当するとの上告人の主張部分は、

原審の当該半」決部分には触れ られていないため、 これを除外 して、明瞭な採証法

則違反であると主張 していることを考慮 していただきたい。

2.② は経験則違反、採証法則違反

原審の判決の解釈 は、議事内容等の録音提案者本人が教授会で決めた録音許可

手続 きを無視 して無断録音 しているのであって、そこには悪意ある故意があ り、

違法性がないなどと主張が許 され るものではないとい う内容である。

しか し、上告人は、無断録音は不法行為にあたると認識 した うえで無断録音 し

ている訳で、そこには何 らかの理由があると解釈するのが自然である。上告人の

無断録音には次の理由がある。

・教授会で決めた録音許可手続 きは一人の反対があれば許可 されないとい う

ルールであ り、投票の事前調整をしてきた執行部のもとでは、議事録の修

正 を求めたケースにおいて、議事録修正可否小委員会を設置 して教授会に



諮 らずに議事録可否小委員会の 3名 で議事録修正可否 を決め、学部長はそ

の決定に従 うとしたように、執行部による間接的な言論統制のもとでは録

音が許可 されるかは極めて不透明である (控 訴理由書、 36～ 37頁 )。

。上告人の無断録音、 ウェブヘの情報公開は公共の福祉 に適 う行為であ り、

違法性阻却事由を充たす とい う判断にたっていること (同 、 4～ 44頁 )。

,上告人が別件訴訟で「地位確認等請求事件 Jを 起 こしたが、被上告人大学

および経営学部執行部 による継続的なパ ワハ ラ行為や規定 に反する不法行

為を後 日の証拠 とするための無断録音であったこと(本文、14～ 21頁 )。

上告人が主張す るこれ らの理由と半」決の当該部分の判示 を対比すると、経験則

違反、採証法則違反 とな り、上告受理申立て理由となる。

3.③は採証法則違反

原審の当該部分の判決を導 く論理は、①、② と同様であって、第 1審被告の「違

法性はないという主張は採用できないJと いう結論を固定 して、その理由は「・・・J

であると述べる構造になってお り、基本的には④ も⑤ も同様の論理構造である。

この論理構造における問題は、結論を固定 して、その結論の妥当性を評価する重

要な理由を排除 していること、あるいは、誤認識 させる文章に変換 されていると

ころにあ り、この観点において採証法則違反 となる。具体的に述べる。

「本件教授会の冒頭に学部長が、メンバーに対 し録音する方がいるかどうか確

認 していないから、本件教授会においては録音が禁止されていたとは言い難いと

も主張する」 との判示部分は、控訴理由書の「録音に関 しても録音を認めないと

は規程には明記されていないし、教授会の初めに学部長が教授会メンバーに録音

する方はいるかと間 うこともない。」(34頁 )の 引用 と推認 される。

問題は、控訴理由書では「録音に関 しても録音を認めないとは規程には明記さ

れていないJと 「教授会の初めに学部長が教授会メンバーに録音する方はいるか

と問 うこともない」 と前後の文章を接続助詞「し」でつないでいるが、当該判決

では、「本件教授会の冒頭に学部長が、メンバーに対 し録音する方がいるかどうか
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確認 していないJと 「本件教授会 においては録音が禁止 されていた とは言い難い

とも主張す る」 とあるように、前後の文章を逆転 させ、理由、原因、根拠 を表す

格助詞「から」でつないでいるため、上告人の行動 には「悪意がある」 とい うニ

ュアンスが生起す ることになる。

なお、控訴理由書の文意は、教授会規程では「学部教授会の議事は、学部長の

責任においてこれを記録 し、保存するものとする」 と定めてお り、議事録の手段

が文書であるべきか録音によるかを明記 していない と説明 した うえで、執行部が

組織的なパ ワハ ラを画策 していたカリキュラム委員会の議事 には議事録が存在 し

ないことこそ問題 と指摘 しているのである。

したがって、判決の当該部分の表現は、上告人の行為が「違法Jと 誤認識 させ

る表現 に変更 されていることから、誤 った解釈がなされたものとして違法である。

4.④ は弁論主義違反

当該部分「 1審被告は、本件のような 1審被告 自身の特任教員任用申請手続に

関する事項の審議内容であれば、非公開にする必要はな く、 このような録音内容

をインターネ ット上で公開 しても違法ではないし、教授会の議事内容 を公開 して

いる大学 もあるなどと主張す る」は、上告人が提出 した準備書面および控訴理由

書には全 く表現 されていない内容であ り、独 自解釈のもとで構成 された部分であ

り、かつ、上告人の主張 と相反 していることから、それによる判決 は「弁論主義

違反 とな り、上告受理申立て理由となる。

上告人がそのように判断す る根拠 を以下に示す。

「 …・事項の審議内容であれば、非公開にす る必要はな く、 このような録音内

容をインターネ ット上で公開 しても違法ではないJの 部分に関 しては

・控訴人がインターネットに情報公開する目的は、被控訴人大学の経営学部執

行部が、国家などの権力の介入を許 さないとい う大学の自治が担保 された教

授会 とい うブラックボ ックス、不可視化 された組織で、教授会の専決事項、

教授会決議の不可侵性の名のもとで、教授会の重要な審議事項である、学部



の機構、組織並びに制度に関する事項、学則並びに学部諸規定の改廃 に関す

る事項、教育職員の人事 に関する事項、教授及び研究に関する事項等の広範

な事項 において、有意思のもとで不法行為 を行い、理事会はそれに同調 。追

随 していることから、民法の基本原則、「公共の福祉 J、「信義則違反 J、「権利

の濫用 Jと い う不法行為を行 っているとい う事実を公開 し、再び同 じような

不法行為が起 こらないように、学校教育法に規定 された大学へ と改革を促 し、

その結果 として、控訴人の権利 を回復することにある(控訴理由書、37頁 )。

・公共道徳や個人の権利・利益、公共の利益 といった「公共の福祉 Jに 反す る

不法行為は、民法による保護法益の対象外である (同 、 38頁 )。

。控訴人の「公共の福祉」 に合致す る情報公開は不法行為 とはならない (同 、

38頁 )。

・教授会の議事の秘密が担保 されるのは通常人の道徳観のもとで是 と認識 され

る、そのような議事運営がなされている場合 に、教授会の議事の秘密が担保

される (準 備書面 (2)、 5～ 6頁 )

。経営学部のような教授会では、教授会議事内容の公開 こそ教授会 メンバーの

萎縮を回避する有効な手段である (同 、 6頁 )。

・教授会メンバーを真に萎縮 させているのは経営学部執行部であって、ベル リ

ンの壁が崩壊 したように、経営学部執行部の圧力か ら解放する有効な手段 と

して機能す るであろうと期待 され るのが、第一審被告が したような情報公開

であ り、経営の範たる経営学部 こそ、率先 して公共性、公益性の観点からも

教授会議事内容の積極的な情報公開に努めるべきであると主張す る (同 、 7

頁 )。

上告人の主張を示す これ らの内容 と当該判決部分の内容 を対比す ると、上告人

の主張 とは異なる、相反する内容を上告人が主張 しているかのような表現になっ

ている。

「 教授会 の議事 内容 を公開 してい る大学 もあ るな どと主張す る」の部分 に関 し

8
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ては、控訴理由書の 7頁 の中央教育審議会大学分科会の報告書の「 b 教授会の

役害1の 規定に反す るケース」 に記載 された次の文章からの引用 と推認 され る。

。しか しなが ら、教授会の役割等について教授会が実際にどのような事柄 を審

議 し、大学の教育研究 を高める上で どのような役害1を 果たしているのかを可

視化 してい くこともまた重要である。

。既 に一部の大学では、教授会の議事概要や審議事項等 をホームペー ジ上で公

開するなど、教授会の情報公開の動 きも出始めてお り、積極的に教授会にお

ける審議事項の透明化を進めてい くことが期待 される。

ここにおいて問題 とされるべきは、上告人が示 した事例 を、あたかも上告人の

主張であるかのように付け加 えて、判決 を導 く理由としているところにある。

これ らにより、当該部分の判例 は弁論主義違反 とな り、上告受理申立て理由と

なる。

5.⑤ は経験則違反、採証法貝1違反

原判決認定のとお りとあるように控訴審は第 1審判決を支持 している。すなわ

ち、不法行為法上保護 され′るべき利益である教授会議事の秘密を非公開 とされた

教授会で秘密裡 に録音 し、情報公開 した不法行為は、教授会 における自由な発言

を阻害する萎縮効果を生ぜ しめ、教授会 による適正な意思決定 を脅かす とい う無

形の損害を被 らせたと認められることか ら、被上告人大学が被 った損害を賠償す

べ き責任 を負 うとい う半J決 である。

しか しなが ら、非公開 とされた教授会での無断録音および議事内容の情報公開

とい う行為 により被 った被上告人大学の無形の損害が法的に保護 に値するか否か

の評価 を経て、初めて、不法行為の成立が肯定 され る訳であるが、当該判決 を判

読する限 りにおいて、被上告人大学の経済的利益の確保 はされているが、上告人

の経済的利益の追求、社会的に許容 されない行為か否か、特に、違法性阻却事由

については全 く評価 されていない。
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すなわち、上告人の控訴理由書の「 2 教授会の議事内容の公開 (議事の秘密

の侵害)が 不法行為 を形成 しないケース」(4～ 44_頁 )で 主張 した違法性阻却事

由は評価 されていない。

したがって、明 らかに、経験則違反、採証法則違反 とな り、上告受理中立て理

由となる。

6. llヽ 1活

労働契約終了に伴 う信義則上の守秘義務違反 による不法行為に関す る半J決 には、

前述の 1か ら 5に 示す、上告受理申立て理由 となる違反があることと考慮 され る

べき事項の遺脱があることか ら、上告受理の申立てを受理 されることを希望する。

第 5 上告受理申立て理由、その 2

1.無 断録音の違法性について

上告人の無断録音は、無断録音す る行為が違法かとい うことと無断録音 した議

事内容などを裁判の証拠資料 とすることやウェブに情報公開することが違法か と

いうことの 2つ の側面で違法性の判断が求められ る。 ここでは前者 について、無

断録音する行為の違法性阻却事由について述べ、判決の当該部分にはその判断に

関 して遺脱があることを述べ、上告受理の申立てが採択 されることを希望する。

2.無 断録音に関する最高裁判例

無断録音の違法性阻却事由を評価 した最高裁判例 を示す。 この判例 は、相手方

の説明内容 に不審を抱いた被害者が後 日の証拠 とすべ く、 自衛行為の一環 として

相手方 との会話 を無断録音 したケースである。最高裁第二小法廷は、たとえ相 手

方の同意を得ないで行われた録音であっても、違法ではな く、その録音テープの

証拠能力は否定 されないと判示 している (最 高裁平成 12年 7月 12日 第二小法

廷決定 (平 成 11年 (あ )第 96号 詐欺被告事件、刑集 54巻 6号 513頁 )。

10



この判例 は自衛行為の一環 として、不法行為 を立証す る証拠 とす るために無断

録音 した行為の産物である録音テープの証拠能力が否定 されなかったとい う判例

であ り、 これにより、無断録音行為 も不法行為 とはみなされないことになる。

3.無 断録音に関する、参考 とすべき判例

無断録音 を原則違法 とする立場であっても、前述の最高裁判例が判示するよう

に、正当防衛等の違法性阻却事由が存在する場合は、不法行為 とはみなされず、

損害賠償の責任 を負わないと解 される (第 720条 第 1項 )。 最高裁判例ではない

が、無断録音の違法性 を判断するうえで参考 となる有用な判例 を 2つ 示す。

。松江地判昭和 57・ 2・ 2判 夕 466号 189頁

証拠 としての許容性 はこれを一律 に否定すべ きではな く、録音の目的、対

象、方法等の諸事情を総合 し、その手続 に重大な違法があるか否かを考慮 し

て決定するのが相当 と判示 している。

・昭和 46年 11月 8日 大分地裁判決 (判 時 656号 82頁 )

相手方の同意な しに対話を録音す ることは、公益 を保護す るため或いは著

しく優越する正当利益 を擁護す るためなど特段の事情のない限 り、相手方の

人格権 を侵害す る不法な行為 と言 うべきであると判示 している。

4.ウ ェブ公開 した議事内容等か らみた上告人の無断録音の違法性

無断録音については、前述の大分地裁判決では「公益 を保護するため或いは著

しく優越する正当利益 を擁護するためなど特段の事情のない限 り、相手方の人格

権 を侵害す る不法な行為 と言 うべきである」 とあ り、最高裁平成 12年 7月 12

日第二小法廷決定は「自衛行為の一環 として、不法行為 を立証す る証拠 とするた

めに無断録音」することを不法行為 とは判示 していない。

これを前提条件 として、第 720条 第 1項 (正 当防衛及び緊急避難)の 観点で

みるならば、原審判決は、「平成 15年 2月 頃、一 略 ・… 平成 24年 から25年

にかけて …・略 ・・・ 1審被告に対 して執行部から継続的かつ組織的にパ ワハ ラが

11
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行われていたとい う見解 を示 したものであることは、引用 に係 る原判決説示の と

お りである。J(9～ 10頁 )と あることから、上告人は「危険の現在性Jお よび

「危険の侵害性」 に直面 していたことになる。そして、上告人が 2004年 2月

23日 に録音による議事録の補完 を提案 し、その後、無断録音 していることから、

無断録音の日的 (録音などによるウェブヘの情報公開は、公共の福祉、公共性、

公益性などに適合すること)と 、その行為の必要性・相当性 を考慮すると、違法

性阻却事由に適合 し、不法行為が免責 されると主張する。

これに加 えて、上告人が無断録音などによリウェブ公開 した情報 は、被上告人

大学の学内および経営学部教授会で行われた様々な不適切 な行為 に関する情報で

あ り、被上告人大学が法令順守すべき憲法第 23条 、教育基本法、大学設置基準

などに反 していることを情報公開 したものであ り、憲法第 13条 に明記 されてい

る「 …・略 … 公共の福祉に反 しない限 り、一 略 … 」に反 していることは自明

であ り、違法性阻却事由に適合 し、不法行為が免責 され ると主張す る。

なお、原原審判決では、上告人が無断録音 した「被告が公開 した議事の内容 に

は、①平成 17年 7月 1日 の合同教授会 における人事権 に関する事項等 (甲 1の

5、 1の 8、 乙 31、 101)」 (34頁 )を 指摘 して「被告の特任教員任用申請

に直接関係 しない事項 も含 まれてお りJ(35頁 )と 、上告人が公開 した内容は専

ら特任教員任用に係わる部分のみ との主張に反す るとされているが、 これは明白

な事実誤認である。上告人の別件訴訟の目的は特任教員 としての資格要件 を充た

し、その意思を有す る教員には特任人事における労使慣行のもとで任用 されると

い う地位確認等請求事件であ り、合同教授会での井阪理事長、重森学長は、里上

教授の特任教授 を認めなかったのは例外中の例外であ り、労使慣行は従前 どお り

変わらないと発言 され、かつ、特任教員 としてのあるべき姿について要望 され、

それを特任教員任用規程(新規程 )に 反映するよう指示 された重要な会議である。

これにより、特任教員任用 に密接 に関係 した合同会議であ り、事実誤認である。
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さらに、無断録音等 によリウェブ公開 した内容か ら被上告人大学お よび経営学

部執行部の行為は民法第 1条 (基本原則)に も反す ることが自明であ り、上告人

の不法行為は違法性阻却事由に適合 し、不法行為が免責 されると主張する。

なお、原原審、原審では判決理由 として、「教授会構成員が委縮する」、「真意に

基づいた自由な意見の表明が困難」、「教授会 における適正な意思決定が害 される」、

「大学の自治が脅かされる事態に陥 りかねない」 とされているが、その実態は、

被上告人大学および経営学部執行部が判決理由とは逆のことを学内および教授会

構成員に対 して行 ってお り、事実誤認である(本文、17～ 18、 21～ 22頁 )。

5。  4ヽ 1盾

前述 したように、無断録音に関 しては最高裁判例 と相反す る半J断 のもとで判決

がなされていること、憲法第 23条 のもとでの教育基本法、大学設置基準などの

法令、民法第 1条 (基本原則)の 法令、民法第 720条 第 1項 の法令、 これ ら考

慮すべき法令の解釈が判決には考慮 されていないことから、上告受理申立て理由

となる違反であ り、上告受理の申立てを受理 され ることを希望す る。

第 6 上告受理申立て理由、その 1お よびその 2に係わる事実関係の整理

ここでは、ウェブ公開 した事実を次の 2つ に区分 し、その因果関係 を図解化 し、

発生 した損害「教授会議事の秘密が裁判およびネ ットに流出」により生み出され

た結果を「無断録音および教授会の議事の秘密を情報公開するほどの正当な必要

性の根拠があるか ?」 と「教授会の議事の秘密を守 るほどの相当性の理由がある

か ?Jの 2つ の観点で評価 し、違法性阻却事由の評価 を行 った表 を示す。

①執行部による学内および教授会での不法行為と上告人が経営改善・組織改

革を求めた行為の因果関係

②「井形・池島および北村ら執行部による上告人の特任人事妨害」と「上告

13
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人 が裁 判 の証 拠 と した こ

行為 Jの 因果 関係

①の因果関係図 (本文、 15～

ければならない状況に置かれてい

とによる被上告人大学 の関係者への組織的 な不法

16頁 )よ り、上告人が必然的に無断録音 しな

ることが推認 されるはずであ り、上告人が情報

公開 したことによ り被上告人大学に与えた損害は、上告人が情報公開するほどの

正当な理由があ り、被上告人大学教授会の議事の秘密を守 るほどの理由がないこ

とが違法性阻却事由の評価表 (本 文、 17～ 18頁 )よ り理解 され る。

同様 に、②の因果関係図 (本文、 19～ 20頁 )よ り、上告人の特任人事を妨

害するためにフォーマル組織 を使 って如何ほどの不法行為を行っていたか、そ し

て、上告人の別件訴訟 においては、上告人が証拠 として提出 したことにより、被

上告人大学の理事会が学内の教員、事務職員に不法な圧力をかけていたかが理解

される。上告人が このような被上告人大学お よび経営学部執行部の不法行為 を情

報公開 したことにより被上告人大学が被 った損害は、上告人が情報公開するほど

の正当な理由があ り、被上告人大学教授会の議事の秘密 を守 るほどの理由がない

ことが違法性阻却事由の評価表 (本文、 21～ 22頁 )よ り理解 される。

第 7 結論

以上のように、原判決には上告受理申立て理由 となる最高裁判例違反および事

実誤認 に係わる経験則違反、採証法則違反、弁論主義違反があ り、上告受理の申

立てを受理 されることを希望する。

以 上
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